
コンサート・フライヤーには、『成長著しい俊英が
挑む、シリーズ最終章』の文字。このシリーズに
臨むにあたり、「・・・思い悩み、頭をめぐらせ、
ディスカッションを繰り返し、深い意図と志をもっ
て取り組んできた・・・」と紹介されている。最終回
に賭ける北村さんの思い入れがうかがえる。

『・・・心惹かれる作品というのは数多くあるが、
圧倒的にドイツ（語圏）のロマン派の作品が多い
ことに気付く』という北村さん。本日のプログラム
は、オールドイツ語圏プログラム。ベートーヴェン、
ブラームス、リストの最晩年作品から、シェーン
ベルク、ブラームスの若い時代の作品と、対称
的な作品を並べたこだわりぬいたプログラム。

留学先のベルリンから帰国し、数日間ここトッパ
ンホールで満足いくまでリハーサルを行ったとい
う北村さん。「・・・音楽を純粋にとらえて、全てを
肯定できた時に生まれる感動を、素直に音に変
換したいと感じています」
との言葉も。
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北村朋幹さん応援レポート
トッパンホール・エスポワールシリーズ

北村朋幹vol.3 -solo ～ふたたび」
2016年４月12日（火） トッパンホール

“シリーズ最終章。こだわりぬいたプログラム”

「北村朋幹 Vol.3 – solo ふたたび」。
トッパンホールが展開する＜エスポワールシリー
ズ＞、３回目となる今回は、北村さんのシリーズ
最終回でもある。
＜エスポワールシリーズ＞は、トッパンホールが
ホールの運営コンセプトである「若手の発掘・育
成」の一環として展開するシリーズ。優れた才能
と実力を備え、今後の活躍が期待される若手演
奏家とホールが共同で企画しながら、数年にわ
たって３回の演奏会を開催し、アーティストの才
能と実力、未来への展望などを広い視点から紹
介する。若い演奏家が更なる実力を開花させる
チャンスであり、また真の音楽家としてのポジ
ションを確立させる機会と位置付けられている。

北村さんは＜エスポワールシリーズ＞10人目の
アーティストとして登場。第１回は2013年10月の
ソロ・リサイタル、第２回は2014年10月のヴァイ
オリニスト：ダニエル・ゼペック氏、チェリスト：オリ
ヴィエ・マロン氏との室内楽と、これまでに２回の
演奏会を開催してきた。そして今夜、シリーズ３
回公演の最終章「soloふたたび」を迎える。

トッパンホール外観

会場は、北村さんのシリーズ
最終回を聴き逃すまいとする
聴衆の方々で
埋まっている。
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心惹かれる音楽が生まれた時代へ思いを馳せて

演奏会が始まる。

最初の曲はベートーヴェンのピアノ曲「６つのバガ
テル」。これは12月の財団コンサートでも演奏され
た曲。巨匠ベートーヴェンの生涯最後のピアノ作品
である。

このシリーズ３回の柱をなしてきたベートーヴェン
への取り組み。探究の成果が集結されたかのよう
な演奏が披露される。

２曲目はシェーンベルク。詩情的に柔軟に。

そのまま前半ラストの曲、ブラームスの幻想曲集
へと続く。美しく、色彩感あふれる音色に客席もぐっ
と惹きこまれたまま。

アンコールに応えて弾いてくれたのは、
ショパン「マズルカイ短調」。３拍子のリズムも軽やかに。
そして、鳴り止まぬ拍手にもう１曲弾いてくれたのは、
モンポウの「歌と踊り」。

本プログラムの重厚さとは対照的な、意表をつくアンコー
ルの選曲は、終演後のホワイエでも話題となっていた。

後半はリストの曲から。

濃密なのに柔らかく、しなやかな音色。心にしみわたるよう
な温かさ、心を揺さぶるような力強さ。

場内はすっかり北村さんの世界。息を呑む客席。拍手の間
をおかずに、ぐいぐいと演奏が進められていく。

プログラムラストの曲、ブラームスのピアノソナタ第3番、
ブラームスが残した最後のピアノ曲が始まる。
『・・・音楽の流れに、ただ身をゆだねて演奏して、自分の

理性など簡単に凌駕するこの曲の“濃厚なロマンティシズ
ム”に、新しい挑戦を助けてもらいたいと考えて選びました』
との言葉通り、内側から想いが滲み出るような演奏。
情熱的でありながら端正な音楽に圧倒される。

弾き終えた北村さんが椅子から立ち上がると、惹きこまれ
ていた客席のみなさんも我に返ったかのよう。大きな大き
な拍手が送られていた。

演奏中の写真３枚は
撮影：大窪道治氏／提供：トッパンホール
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深い解釈のもと、弾きとおした渾身のプログラム
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜コンサート概要＞
◆出演
北村朋幹（ピアノ）

◆プログラム
L.V.ベートーヴェン：６つのバガテルOp.126
A.シェーンベルク：６つの小さなピアノ曲Op.19
J.ブラームス：幻想曲集Op.116
F.リスト：悲しみのゴンドラ第１ S.200/1
J.ブラームス：ピアノソナタ第3番へ短調Op.5

アンコール曲
ショパン:マズルカ第13番イ短調Op17-4
モンポウ:「歌と踊り」より第１番

終演後はサイン会。先日発売されたばかりのソロ
CD第３弾『黄昏に －ブラームス/リスト/ベルク
作品集』を手にしたファンの方々が長い列を作る。

「いやー、素晴らしかった」「彼はすごいね。前々
回、前回と、どんどん変化しているね」「ますます
目が離せないな」と会話が飛び交う。

サイン会のあとは、 門下の後輩のみなさんと思
われる、たくさんの若き女性陣に囲まれての記念
撮影。「北村先輩、素晴らしかった」と興奮さめや
らぬみなさんで華やかなホワイエ。財団もお世話
になっている伊藤恵先生、44回生桑原志織さん
の姿も。

楽屋で北村さんに話を聞くことができた；

－すごいプログラムでした；
「・・・全部弾きとおすのが大変なプログラムでしたの
で、とりあえず弾ききることができて、ほっとしていま
す」
「・・・細かいことなど、悔しいことはもちろんありますが、
なんとか生き延びたなと、今はそういう思いです」
「・・・思い返せば尽きないのですが、この日にかけて、
このプログラムに向けて、相当準備をしてきたというこ
とは、自信を持って言うことができます。今回は、自分
を許してあげられる瞬間もあったかなと感じています」

渾身のプログラム、弾ききる
ために、どれほどのエネルギー
が必要とされていたことか。

「・・・どの曲も、おそらくこの先も
弾き続けていくだろうと思われる
曲。『この次に取り組む時に自分
はどのように感じるのだろう？』
との思いもあります。
今の自分にできることは、
とりあえず全て、今日の演奏に
投影することが出来たのではないかと思います」

作品と真摯に、誠実に向き合い、深い思索のもと、今
の北村さんの世界を聴かせてくれた。
とても濃密な時間であった。

－ベルリン芸術大学、留学５年目を迎えている北村さ
ん、今年度は？；
「・・・曲を勉強するには時間が必要です。苦しいことも
たくさんありますが、自分のために割いた時間は自分
自身を高めてくれます。それは本当に贅沢なことで
す」
「・・・音楽家として生きていくということ、それは贅沢な
苦悩と贅沢な喜びを知ることになり、それについては、
本当に感謝し続けないといけないと感じています」
「・・・でたらめなことをしない、楽な方に流れない、こ
れまでもそうしてきましたが、これからもそういうふうに、
そういう一年にしていくつもりです」

ストイックという言葉が似合う北村さん、思い入れた
プログラムを弾き終えた達成感か、穏やかな、いい表
情で話してくれる姿が印象的であった。

北村さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

終演後、このシリーズを企画
されているトッパンホールの
西巻氏からも熱いエール
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙・中表紙写真）】
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【コンサート・プログラム（プログラム、北村さん紹介ページ）】


